
　市は、病気やけがなどにより保育所等での集団生活が困難な子供を一時
的に預かる、病児保育事業を実施しています。利用方法や必要書類など詳
しくは、市のホームページをご覧ください。

　留守家庭児童育成センター（以下、育成センター）は、就労等により
昼間に保護者がいない児童に、放課後や夏休み等の長期休業期間中、適
切な遊びや生活の場を提供し、健全な育成を図るための市の施設です。
　なお、運営は各指定管理者（市ホームページ参照）が行っています。

問 育成センター課（0798・35・3659）

　民設放課後児童クラブは、民間の事業者が市の補助を受け、
設置・運営する施設です。申込方法、他校受け入れ等詳しくは、
市のホームページ記載の各運営事業者へご確認ください。

利用および申込の詳細は市ホームページ記載の各指定管理者へ確認を

▶来年度は市内6カ所で運営
【クラブ所在の小学校区】段上西、鳴尾北、上ケ原、広田、南甲子園、夙川
【利用資格・時間・料金】育成センターと同じ
【対象】利用資格を満たす小学１年生～４年生

病児保育室（ルーム）一覧
施設名 住所・電話番号等

①つぼみの子保育園 
　病児保育ルーム 林田町8－42 ☎0798・66・6673

②西宮回生病院 病児保育室 大浜町1－4 ☎0798・33・0601
③あんどうこどもクリニック 
　病児保育室

名塩新町8 エコール・なじお5階
☎0797・62・0111　※予約は同クリニックHPへ

④ニコニコ桜今津灯保育園
　病児保育ルーム 今津水波町9－8 ☎0798・31・6242

⑤高須の森 病児保育ルーム 高須町１丁目１－２０ ☎080・2441・0014

まずは事前登録を！まずは事前登録を！

病児保育病児保育をを実施実施していますしています

小学生も小学生も
利用できます利用できます

問 保育幼稚園支援課（0798・35・3044）

ＨＰ 47199357

訪問型病児・病後児保育利用料金助成制度訪問型病児・病後児保育利用料金助成制度 ＨＰ 11877571

住宅住宅
防火防火

　市内で今年発生した建物火災は、11月1日時点で49件
です。冬は暖房器具等、火気使用の増加により火災リスク
が高まるので、住宅防火対策を徹底しましょう。

問 消防局予防課（0798・32・7316）

❶寝たばこは絶対にしない、させない
❷ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
❸コンロを使うときは火のそばを離れない
❹コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く

6
つ
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策
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❶ストーブやコンロ等は安全装置の付いた機器を使用する
❷住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する
❸部屋を整理整頓し、寝具、衣類やカーテンは、防炎品を使用する
❹消火器等を設置し、使い方を確認しておく
❺お年寄りや体の不自由な人は、避難経路・方法を常に確保し、備えておく
❻防火訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う

いのちを守る10のポイント

利用案内や申請書などは、各育成センター、各指定管理
者、一部を除く保育所・幼稚園で配布しているほか、市
のホームページからダウンロードできます

　ひとり暮らしの高齢者などか
ら、自宅マンション等を強引に
買い取る「押し買い」について
の相談が寄せられています。
　消費者が所有する自宅を不動
産業者に売却した場合は、クー
リング・オフができません。内
容をよく確認せずに売却の契約
をしてしまうと、住む場所が無
くなってしまったり、契約解除
をするための違約金で生活資金
が減ってしまったりして、今後

の生活に大きな影響が生じる可
能性があります。
　不動産業者から「有利な話が
ある」、「賃貸として住み続けら
れる」などという勧誘の電話が
かかってきても、売却の意思が
ない場合は、きっぱり断りま
しょう。また、迷惑な電話勧誘
への対策として、留守番電話機
能などを利用したり、知らない
番号からの電話には出ないとい
うのも一つの方法です。
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ＨＰ 22428523

学童保育の来年度利用申請を受付学童保育の来年度利用申請を受付
留守家庭児童育成センター留守家庭児童育成センター

民設放課後児童クラブも利用を受付民設放課後児童クラブも利用を受付

ＨＰ 91611084

月額8200円（延長料月額3000円）※減免制度あり。別途要実費料 金

申請書など必要書類を12月１日～28日に各指定管理者へ
持参か郵送（必着）を。来年2月4日まで追加申込を受け
付けますが、12月28日までの申込を優先します
※�新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、
できる限り郵送での提出をお願いします

申 込

提出書類をもとに、保護者が児童を育成できない状況等を
点数化し、入所の優先順位を決定。各指定管理者から利用
の許可・不許可通知が郵送されます

利用の
決定

利用資格を満たす家庭の小学1年生～3年生（障害のある児
童は6年生まで。市が指定する育成センターは4年生まで）

※受け入れは４年生より１年生～３年生を優先

（※）6月から4年生の受け入れを開始。申請時期は別途お知らせ

今津、上甲子園、瓦木、苦楽園、甲子園浜、甲東、香櫨園、小松、
夙川、高木、高木北、高須、高須西、段上、段上西、鳴尾、鳴尾東、
西宮浜、春風（※）、樋ノ口、平木、深津、山口

対 象

4年生の受け入れ施設が23施設に！

生後６カ月～小学生（事前に医療機関を受診）対 象

1日2000円（生活保護世帯は減免制度あり）
※①②④⑤は給食あり（500円。弁当持参可）
　③は給食なし（弁当持参）

利用料

月曜～金曜の午前8時～午後6時、土曜の午前8時～午後1時
※日曜、祝・休日、12月29日～1月3日は休み開所日

保育幼稚園支援課（市役所本庁舎7階）または各施設で事前
登録の上、利用希望日の前日までに電話（③はホームページ）
で予約を

利用方法

　全国保育サービス協会加盟事業者、および内閣府「ベビーシッター派
遣事業」割引券取扱事業者が実施する在宅の病児・病後児保育サービス
を利用した場合、保育利用料の半額を助成します。必要書類などは、市
のホームページからダウンロードできます。
【対象児童】生後６カ月～小学生（利用の前後７日以内に医療機関を受診）
【助成上限】児童１人につき年間４万円。入会金や年会費は対象外
【申請方法】利用後６カ月以内に、領収書等を添付した所定の申請書を　
　　　　　　保育幼稚園支援課へ

（2）� 令和3年（2021年）11月25日


